
も
の
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の

指
定
都
市
（
以
下
単
に
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
の
区
域
に
お
い
て
は
、
指
定
都
市
）
が
、
そ
の
他
の
風
致
地
区
に
係

る
も
の
に
あ
つ
て
は
市
町
村
（
都
の
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
用
途
地
域
」
を
「
建
築
物
の
用
途
」
に
改
め
、
「
都
市
計
画
区
域
」
の
下
に
「
及
び
準
都
市
計
画
区
域
」
を
加

え
、
「
第
百
四
十
四
条
の
二
の
二
」
を
「
第
百
四
十
四
条
の
二
の
四
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
五
項
、
第
九
項
及
び
第
十
一
項
、
法
第
五
十
九
条
第
一
項
（
建
築

物
の
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
の
最
高
限
度
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
項
、
法
第
五
十
九
条
の
二
第

一
項
並
び
に
法
第
六
十
条
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
は
」
を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
延
べ
面
積
（
法
第
五
十
九

条
第
一
項
（
建
築
物
の
容
積
率
の
最
低
限
度
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
法
第
六
十
八
条
の
三
第
二
項
第
一
号
イ
及
び
第
三

項
第
二
号
ロ
並
び
に
法
第
六
十
八
条
の
五
の
二
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
建
築
物
の
容
積
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
延
べ
面
積

を
除
く
。
）
に
は
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
ハ
の
一
」
を
「
ハ
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
四
の
項
」
を
「



四
の
項
ロ
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
十
二
号
中
「
第
二
十
九
条
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
「
（
同
法
附
則
第
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
及
び
「
及
び
附
則
第
五
項
」
を
削
り
、
「
、
第
五
十
三
条
第
一
項
及
び
附
則
第
四
項
」

を
「
並
び
に
第
五
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
十
条
第
一
項
中
「
都
市
計
画
区
域
」
の
下
に
「
又
は
準
都
市
計
画
区
域
」
を
加
え
る
。

第
六
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
章

建
築
物
の
用
途

第
百
三
十
条
の
二
を
第
百
三
十
条
の
二
の
二
と
し
、
第
百
三
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
用
途
制
限
地
域
内
に
お
い
て
条
例
で
定
め
る
制
限
）

第
百
三
十
条
の
二

法
第
四
十
九
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
に
よ
る
建
築
物
の
用
途
の
制
限
は
、
特
定
用
途
制
限
地
域

に
関
す
る
都
市
計
画
に
定
め
ら
れ
た
用
途
の
概
要
に
即
し
、
当
該
地
域
の
良
好
な
環
境
の
形
成
又
は
保
持
に
貢
献
す
る
合

理
的
な
制
限
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
四
十
九
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
に
は
、
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
条
例
の
規
定
の
適
用
を
受



け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
、
法
第
八
十
六
条
の
七
の
規
定
の
例
に
よ
り
当
該
条
例
に
定
め
る
制
限
の
適
用
の
除
外
に
関
す

る
規
定
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
四
十
九
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
に
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
長
が
、
当
該
地
域
の
良
好
な
環
境
を
害
す

る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
当
該
条
例
に
定
め
る
制

限
の
適
用
の
除
外
に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
百
三
十
条
の
九
の
四
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

)

二

法
別
表
第
二

項
第
一
号
十
二
に
掲
げ
る
圧
縮
ガ
ス
の
製
造
の
う
ち
、
燃
料
と
し
て
自
動
車
に
充
て
ん
す
る
た
め
の

( )ぬ

(

圧
縮
天
然
ガ
ス
に
係
る
も
の

第
百
三
十
条
の
十
第
一
項
中
「
建
築
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
」
を
「
建
ぺ
い
率
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
五
条
の
四
の
四
の
見
出
し
、
第
百
三
十
五
条
の
四
の
五
の
見
出
し
及
び
第
百
三
十
五
条
の
四
の
六
の
見
出
し
中

「
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
」
を
「
容
積
率
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
特
例
容
積
率
の
限
度
の
指
定
等
の
申
請
に
つ
い
て
同
意
を
得
る
べ
き
利
害
関
係
者
）



第
百
三
十
五
条
の
四
の
七

法
第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
所
有
権
、
対
抗
要

件
を
備
え
た
借
地
権
又
は
登
記
し
た
先
取
特
権
、
質
権
若
し
く
は
抵
当
権
を
有
す
る
者
及
び
こ
れ
ら
の
権
利
に
関
す
る
仮

登
記
、
こ
れ
ら
の
権
利
に
関
す
る
差
押
え
の
登
記
又
は
そ
の
土
地
に
関
す
る
買
戻
し
の
特
約
の
登
記
の
登
記
名
義
人
と
す

る
。

第
百
三
十
五
条
の
四
の
八

法
第
五
十
二
条
の
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
前
条
に
規
定
す
る

者
（
所
有
権
又
は
借
地
権
を
有
す
る
者
を
除
く
。
）
と
す
る
。

（
建
ぺ
い
率
の
制
限
の
緩
和
に
当
た
り
建
築
物
か
ら
除
か
れ
る
部
分
）

第
百
三
十
五
条
の
四
の
九

法
第
五
十
三
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
部
分
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

軒
、
ひ
さ
し
、
ぬ
れ
縁
及
び
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
建
築
設
備

二

建
築
物
の
地
盤
面
下
の
部
分

三

高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
門
又
は
塀

第
百
三
十
六
条
第
一
項
中
「
建
築
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
」
を
「
建
ぺ
い
率
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
六
条
の
二
の
四
第
一
項
及
び
第
五
項
中
「
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
」
を
「
容
積
率
」
に
、
「
建



築
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
」
を
「
建
ぺ
い
率
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
に
つ
い
て
は
、
第
百
三
十
条
の
二
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

10
第
七
章
の
四
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
章
の
四

都
市
計
画
区
域
及
び
準
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
内
の
建
築
物
の
敷
地
及
び
構
造

第
百
三
十
六
条
の
二
の
八
の
見
出
し
中
「
都
市
計
画
区
域
」
の
下
に
「
及
び
準
都
市
計
画
区
域
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項

第
二
号
中
「
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
」
を
「
容
積
率
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
建
築
面
積
の
敷
地
面
積

に
対
す
る
割
合
」
を
「
建
ぺ
い
率
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
百
三
十
六
条
の
二
の
四
第
十
項
」
を
「
第
百
三
十
条
の

二
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
七
条
の
五
の
見
出
し
を
「
（
容
積
率
関
係
）
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
七
条
の
六
中
「
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
」
を
「
容
積
率
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
八
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
又
は
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
」
を
「
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地

域
又
は
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
都
市
計
画
区
域
」
の
下
に
「
又
は
準
都
市
計
画
区
域

（
準
都
市
計
画
区
域
に
あ
つ
て
は
、
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
又
は
第
一
種
中
高
層
住
居



専
用
地
域
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

特
定
用
途
制
限
地
域
内
に
あ
る
工
作
物
で
当
該
特
定
用
途
制
限
地
域
に
係
る
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
四
十
九
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
に
お
い
て
制
限
が
定
め
ら
れ
た
用
途
に
供
す
る
も
の

第
百
四
十
四
条
の
二
の
二
第
二
項
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
処
理
施
設
）

第
百
四
十
四
条
の
二
の
三

第
百
三
十
八
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
（
都
市
計
画
区
域
内
に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

に
つ
い
て
は
、
第
百
三
十
条
の
二
の
二
（
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
特
定
用
途
制
限
地
域
内
の
工
作
物
）

第
百
四
十
四
条
の
二
の
四

第
百
三
十
八
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
百
三
十
条
の
二
の
規
定
を
準

用
す
る
。

２

第
百
三
十
八
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
の
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十
七

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
つ
て
法
第
四
十
九
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
第
二

号
に
規
定
す
る
類
似
の
用
途
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
条
例
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。



第
百
四
十
八
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
五
十
三
条
第
四
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
九
条
第
二
項
第
一
号
中
「
法
第
五
十
三
条
第
一
項
、
法
第
八
十
四
条
及
び
法
第
八
十
五
条
第
一
項
」
を
「
法
第

五
十
二
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
、
法
第
五
十
二
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
、
法
第
五
十
三
条
第
一
項
、
法
第
五
十
六

条
第
一
項
、
法
第
八
十
四
条
、
法
第
八
十
五
条
第
一
項
並
び
に
法
別
表
第
三
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
法
第
八
十
四
条

及
び
法
第
八
十
五
条
第
一
項
」
を
「
法
第
五
十
二
条
第
一
項
第
六
号
、
法
第
五
十
二
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
、
法
第
五

十
二
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
、
法
第
五
十
三
条
第
一
項
、
法
第
五
十
六
条
第
一
項
、
法
第
八
十
四
条
、
法
第
八
十
五
条

第
一
項
並
び
に
法
別
表
第
三
」
に
改
め
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
七
十
四
条
の
三
十
八
第
一
項
中
「
、
第
三
章
」
の
下
に
「
（
第
一
節
及
び
第
三
節
を
除
く
。
）
」
を
、
「
）
第
三
章

」
の
下
に
「
（
第
一
節
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
十
七
第
一
項
及
び
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
十
第
一
項
中
「
、
第
三
章
」
の
下
に
「
（

第
一
節
及
び
第
三
節
を
除
く
。
）
」
を
、
「
都
市
計
画
法
施
行
令
第
三
章
」
の
下
に
「
（
第
一
節
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、


